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横
浜
市
関
係

１
―
教
文
セ
ン
タ
ー
で
地
方
自
治
三
〇
周
年
記

念
集
会
「
自
治
と
市
民
生
活
を
考
え
る
集
い
」

２
―
市
長
、
米
空
母
艦
載
機
が
厚
木
基
地
に
飛

来
し
た
こ
と
で
米
軍
、
防
衛
施
設
庁
に
抗
議

５
―
横
浜
防
衛
施
設
局
、
緑
区
山
内
出
張
所
で

米
軍
機
事
故
の
被
害
者
へ
の
補
償
説
明
会

６
―
港
北
区
役
所
、
区
民
と
職
員
に
よ
る
「
区

民
の
生
活
実
態
調
査
」
す
る
た
め
の
初
会
合

７
―
マ
リ
ナ
ー
ド
公
共
広
場
で
「
横
浜
の
道
路
」

展
。
▽
市
長
、
定
例
記
者
会
見
で
社
会
党
成
田

委
員
長
か
ら
要
請
の
次
期
委
員
長
問
題
に
重
ね

て
不
出
馬
表
明
。
▽
県
都
市
計
画
地
方
審
議

会
、
横
浜
駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
ほ
か
を
了
承

８
―
下
水
道
局
長
、
市
会
第
四
委
研
究
会
で
下

水
道
使
用
料
値
上
げ
を
示
唆

1
0
―
円
高
シ
ョ
ッ
ク
の
市
内
企
業
に
緊
急
融
資

1
1
―
第
二
六
回
横
浜
文
化
賞
贈
呈
式

1
5
―
市
長
、
米
軍
機
墜
落
事
故
に
関
連
し
安
全

高
度
に
す
る
よ
う
政
府
と
米
軍
に
要
請
。
△
※
中

区
青
少
年
図
書
館
に
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
開
設

1
6
―
久
保
山
な
ど
三
ヵ
所
の
市
営
墓
地
二
五
〇

区
画
分
譲
、
申
込
初
日
に
早
く
も
三
倍
超
す

1
7
―
市
長
、
成
田
社
会
党
委
員
長
と
東
京
で
会

談
し
た
が
次
期
委
員
長
就
任
は
固
辞
を
表
明
。

▽
米
軍
機
事
故
問
題
で
市
会
接
収
実
行
委
開
く

1
8
―
市
教
委
、
学
校
教
員
統
計
調
査
結
果
を
ま

と
め
る
。
小
学
校
教
員
の
三
人
に
二
人
は
女
性

1
9
―
成
川
社
会
党
委
員
長
、
市
長
を
訪
問
し
次

１
―
円
高
続
く
、
ロ
ン
ド
ン
で
二
四

五
円
五
〇
銭
。
▽
第
三
次
国
土
総
合

開
発
計
圃
答
申
。
▽
米
、
Ｉ
Ｌ
ｏ
脱

退
を
発
表
。
２
―
厚
生
省
の
県
別
平

均
寿
命
、
長
寿
な
の
は
束
京
、
神
奈

川
。
▽
モ
ス
ク
ワ
で
ロ
シ
ア
革
命
六

〇
周
年
記
念
集
会
。
３
―
川
崎
市
富

士
見
公
園
で
「
ふ
る
さ
と
川
崎
市
民

祭
」
開
か
る
。
５
―
成
田
社
党
委
員

長
「
自
治
休
政
策
研
究
全
国
集
会
」

出
席
の
飛
鳥
田
横
浜
市
長
に
次
期
委

員
長
を
正
式
要
請
し
た
が
、
市
長
は

不
出
馬
強
調
。
７
―
神
奈
川
県
中
井

町
長
選
、
関
野
善
之
町
長
三
選
。
８

―
川
崎
市
、
各
区
に
区
民
懇
談
会
を

構
想
。
1
0
―
神
奈
川
県
警
、
川
崎
市

下
水
道
局
渡
辺
茂
河
川
事
務
所
長
を

収
賄
容
疑
で
逮
捕
。
1
1
―
川
崎
市
の

下
水
道
局
汚
職
に
関
連
し
、
建
設
部

長
が
部
下
の
責
任
と
る
と
庁
舎
四
階

か
ら
投
身
自
殺
。
1
4
―
厚
生
省
、
サ

リ
ド
マ
イ
ド
被
害
児
、
新
た
に
五
〇

人
認
定
し
世
界
三
位
の
三
〇
三
人
に
、

同
省
認
定
打
切
り
方
針
出
す
。
1
6
―

会
計
検
査
院
の
「
接
待
検
査
」
ぶ
り
国

会
で
追
及
さ
れ
る
。
1
7
―
神
奈
川
県

知
事
、
米
公
使
を
訪
ね
厚
木
基
地
の

飛
行
中
止
申
し
入
れ
る
。
▽
ロ
ご
ア

の
川
崎
球
場
使
用
固
ま
る
。
1
8
―
奈

良
県
知
事
、
県
立
医
大
の
裏
口
入
学

問
題
で
記
者
会
見
、
特
別
ル
ー
ト
認

め
る
。
2
0
―
自
治
省
、
地
方
公
営
企

業
五
十
一
年
度
決
算
概
要
ま
と
め
全

体
で
や
や
好
転
。
2
4
―
社
党
都
道
府

県
代
表
者
会
議
、
次
期
委
貝
長
に
飛

自
治
体
・
国
・
社
会
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期
委
員
長
就
任
を
重
ね
て
要
請
、
市
長
再
び
固

辞
。
会
談
後
の
記
者
会
見
で
市
長
、
「
こ
の
問
題

で
今
後
委
員
長
に
会
う
こ
と
は
な
い
」
と
語
る

2
0
―
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
へ
向
け
市
長
を
団
長

と
す
る
友
好
使
節
団
一
一
人
、
羽
田
を
出
発

2
4
―
市
教
委
、
新
設
二
校
を
含
む
五
十
二
年
度

第
三
次
教
育
施
設
整
備
計
画
を
発
表

2
5
―
米
大
統
領
、
米
軍
機
事
故
で
市
長
宛
返
書

2
6
―
教
文
セ
ン
タ
ー
で
区
民
会
議
交
流
会

3
0
―
大
場
助
役
、
米
軍
機
事
故
で
外
相
。
防
衛
庁

長
官
を
た
ず
ね
市
街
地
上
空
飛
行
中
止
を
要
請

１
―
市
長
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
へ
の
友
好
訪

問
の
帰
途
バ
ン
コ
ッ
ク
で
記
者
会
見
、
次
期
社

会
党
委
員
長
「
不
出
馬
」
変
ら
ぬ
と
語
る

２
―
市
基
本
都
市
計
画
審
、
日
照
確
保
に
関
す

る
市
案
な
ど
妥
当
と
答
申
。
▽
市
長
、
記
者
会

見
で
次
期
委
員
長
問
題
で
重
ね
て
不
出
馬
表
明

３
―
次
期
社
会
党
委
員
長
問
題
で
成
田
委
員

長
、
市
長
を
訪
問
し
会
談
。
市
長
は
、
条
件
付

き
で
受
諾
を
表
明
し
急
転

５
―
市
長
、
記
者
会
見
で
委
員
長
就
任
問
題
に

ふ
れ
、
辞
任
は
決
算
委
員
会
見
届
け
て
と
語
る

６
―
市
長
、
臨
時
局
区
長
会
議
で
訓
示
、
社
会

党
次
期
委
員
居
受
諾
を
説
明
、
了
解
求
め
る

７
―
市
会
十
二
月
定
例
会
開
会
。
市
長
、
次
期
社

会
党
委
員
長
出
馬
の
所
信
表
明
を
し
た
が
、
自
、

公
、
民
各
党
は
硬
化
、
議
案
の
上
程
持
ち
越
す

自
治
体
・
国
・
社
会

島
田
待
望
論
続
出
。
▽
横
浜
地
裁
、

メ
ッ
キ
廃
液
河
川
た
れ
流
し
に
懲
役

刑
判
決
。
2
5
―
第
八
二
臨
時
国
会
、

国
鉄
、
健
保
法
案
な
ど
廃
棄
し
閉
幕
。

▽
行
官
庁
長
官
、
十
七
日
発
言
の
公

務
員
の
六
〇
歳
定
年
制
に
つ
い
て
発

言
を
撤
回
。
2
8
―
福
田
改
造
内
閣
発

足
。
3
0
―
全
国
知
事
会
、
外
形
課
税

導
入
の
実
施
要
綱
ま
と
め
る
。

１
―
神
奈
川
県
。
近
隣
騒
音
防
止
を

含
む
公
害
防
止
条
例
ま
と
め
る
。
▽

女
優
、
望
月
優
子
さ
ん
死
去
（
6
0
歳
）

２
―
横
浜
で
革
新
市
長
会
拡
大
幹
事

会
開
く
、
各
地
の
首
長
選
の
敗
因
を

分
析
。
▽
厚
生
白
書
「
高
齢
社
会
の

入
口
に
立
つ
社
会
保
障
」
発
表
。
３
―

横
須
賀
市
会
、
米
海
軍
横
浜
海
浜
住

宅
二
号
地
受
け
入
れ
な
ど
条
件
付
き

で
受
入
れ
決
定
。
▽
横
浜
大
洋
球
団

社
長
、
川
崎
市
長
に
面
会
し
川
崎
全

面
撤
退
申
し
入
れ
。
４
―
成
田
社
党

委
員
長
、
横
浜
市
を
訪
ず
れ
、
飛
鳥

田
次
期
委
員
長
受
諾
で
党
、
地
元
を

説
得
し
た
が
反
対
一
色
。
６
―
政
府
、

ド
ル
減
ら
し
対
策
と
し
て
牛
肉
輸
入

増
な
ど
決
め
る
。
７
―
川
崎
市
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条

例
初
適
用
、
報
告
書
縦
覧
。
８
―
飛

鳥
田
横
浜
市
長
、
「
社
会
党
改
革
へ
の
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９
―
市
長
、
委
員
長
就
任
間
題
で
議
案
上
程
で

き
ぬ
こ
と
を
配
慮
、
異
例
の
三
議
案
撤
回

1
1
―
市
会
運
委
、
下
水
道
料
金
値
上
げ
案
撤
回

を
加
え
、
議
長
あ
っ
せ
ん
で
再
会
へ
動
く

1
4
―
市
児
童
福
祉
審
議
会
、
「
市
保
育
所
行
政

の
体
系
と
今
後
の
あ
り
方
」
中
間
答
申

1
6
―
市
会
、
開
会
以
来
一
〇
日
目
に
本
会
議
再

会
、
四
議
案
の
撤
回
を
承
認
し
軌
道
に
の
る

2
0
―
飛
島
田
市
長
辞
任
に
伴
う
市
長
選
問
題
で

公
、
民
、
新
自
ク
の
各
党
代
表
者
、
公
営
企
業
金

融
公
庫
総
裁
の
細
郷
道
一
氏
に
出
馬
を
要
請
。

▽
市
道
山
下
―
長
津
田
線
、
桜
木
町
周
辺
開
通

2
1
―
市
会
、
補
正
予
算
な
ど
可
決
し
閉
会

2
2
―
自
民
党
、
細
郷
氏
へ
市
長
選
出
馬
要
請

2
8
―
市
長
、
市
会
各
派
団
長
会
議
に
出
席
し
五

十
三
年
三
月
上
旬
に
辞
任
を
示
唆
　
０
▽
市
内
四

大
学
の
学
者
・
文
化
人
の
代
表
、
市
長
へ
候
補

者
練
り
直
し
申
し
入
れ
。
▽
市
長
、
職
員
に

　
「
全
国
の
社
会
党
員
、
国
民
か
ら
望
ま
れ
て
止

む
を
得
ず
中
央
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
だ
」
な
ど
語
る

３
―
横
浜
・
川
崎
に
一
五
セ
ン
チ
の
降
雪

４
―
市
長
、
庁
内
放
送
で
職
員
に
あ
い
さ
つ
「
市

長
辞
任
に
よ
る
切
り
替
え
期
に
混
乱
の
な
い
よ

う
に
」
と
訴
え
る

６
―
市
長
、
年
頭
の
記
者
会
見
で
「
任
期
半
ば

で
辞
任
す
る
が
、
市
政
に
影
響
の
な
い
時
期
に

辞
表
を
提
出
、
新
年
度
予
算
は
四
月
～
六
月
ま

で
の
暫
定
予
算
と
な
る
」
な
ど
と
表
明
、
後
継

提
言
」
発
表
。
9
―
波
止
浜
造
船
が

倒
産
。
1
3
―
社
党
定
期
大
会
、
飛
鳥

田
執
行
部
発
足
。
1
5
―
政
府
。
五
十

三
年
度
の
実
質
経
済
成
長
率
の
目
標

七
％
に
決
定
。
▽
都
衛
生
局
。
ガ
ン

の
特
効
薬
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
量

産
糸
口
つ
か
む
。
1
6
―
神
奈
川
県
会

で
教
育
長
、
主
任
制
四
月
実
施
と
答
弁
。

1
7
―
東
京
で
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
開

く
。
2
0
－
中
央
公
害
対
策
審
、
ト
ラ

ッ
ク
、
バ
ス
の
Ｎ
Ｏ
Ｘ
強
化
を
報
告
。

2
3
―
政
府
、
省
庁
の
五
一
課
室
削
滅

の
行
革
案
決
定
。
2
5
―
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
死
去
（
8
8
歳
）
。
2
6
―
本
四
架
橋
、
児

島
－
坂
出
ル
ー
ト
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト

縦
覧
で
住
民
反
発
。
2
9
－
五
十
三
年

度
政
府
予
算
案
、
一
般
会
計
三
四
兆

二
九
五
〇
億
円
、
財
投
一
四
兆
八
八

七
六
億
円
か
決
ま
る
。
公
共
事
業
三

、
四
・
五
％
増
、
国
債
依
存
度
三
二
％
。

3
1
―
厚
生
省
五
十
二
年
の
人
口
動
態

統
計
の
概
況
を
ま
と
め
る
。
出
生
減

り
死
亡
最
低
、
離
婚
率
は
昭
和
期
で

最
高
。

１
―
東
京
板
橋
区
内
の
ア
パ
ー
ト
で

爆
発
事
故
、
居
住
者
は
逃
走
。
４
―

福
田
首
相
、
デ
ノ
ミ
で
積
極
発
言
。

▽
共
産
党
、
同
党
中
央
委
員
会
幹
部

会
前
副
委
員
長
袴
田
里
見
氏
除
名
。

6
―
全
国
市
長
会
ヽ
自
治
体
の
「
都

市
宣
言
」
制
定
は
二
七
五
市
。
７
―

川
崎
市
長
、
横
浜
地
裁
の
退
職
金
返

還
で
。
「
裁
量
権
の
範
囲
を
明
確
に
」

と
高
裁
に
控
訴
。
９
―
飛
鳥
田
社
党

市
長
選
に
は
触
れ
ず
。
▽
西
消
防
署
で
出
初
式

1
1
―
次
期
市
長
選
へ
公
、
民
、
新
自
ク
三
党
共

同
と
自
民
党
か
ら
出
馬
要
請
を
受
け
て
い
た
細

郷
道
一
氏
出
馬
表
明
、
「
保
守
・
革
新
に
と
ら

わ
れ
な
い
″
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
市
民
党
″
の

立
場
で
市
民
本
位
の
自
治
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

き
た
い
」
と
語
る
。
▽
市
教
委
、
五
十
三
年
度

小
学
校
入
学
児
童
数
五
万
人
の
大
台
超
す

1
2
―
市
民
参
加
の
横
浜
市
長
選
を
呼
び
か
け
る

　
「
市
民
の
た
め
の
市
政
を
め
ざ
す
市
民
の
つ
ど

い
」
が
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

1
4
―
十
三
日
夜
か
ら
群
発
地
震
が
続
い
て
い
た

が
、
午
後
ｏ
時
二
四
分
横
浜
で
Ｍ
５
の
地
震

1
5
―
横
浜
文
化
体
育
館
で
成
人
式

1
6
―
日
米
合
同
委
、
米
軍
フ
ァ
ン
ト
ム
機
墜
落

の
原
因
は
。
バ
ー
ナ
ー
に
三
〇
セ
ン
チ
の
大
穴

1
7
―
市
会
決
算
特
別
委
、
局
別
審
査
始
ま
る
。

食
肉
市
場
の
衛
生
状
態
が
悪
い
と
指
摘
さ
れ
、

翌
十
八
日
改
善
策
示
す

1
8
―
〝
公
害
企
業
〟
の
き
ょ
出
金
、
長
期
継
続

で
合
意

2
1
―
米
軍
機
墜
落
事
故
の
被
害
者
、
椎
葉
寅
生

氏
、
機
長
ら
米
軍
人
を
告
訴
。
▽
共
産
党
県
委

員
長
、
次
期
市
長
選
で
細
郷
氏
不
支
持
を
表
明

2
3
―
五
十
三
年
度
商
校
授
業
料
値
上
げ
見
送
る

2
4
―
市
長
、
米
軍
機
墜
落
の
原
因
調
査
報
告
に

対
し
市
民
の
不
安
な
く
せ
と
談
話
を
発
表

2
7
―
横
浜
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
友
の
会
が
結
成

3
1
―
横
浜
文
化
体
育
館
で
市
民
の
市
長
を
つ
く

る
会
が
開
か
れ
五
〇
〇
〇
人
が
集
る

委
員
長
、
東
京
都
知
事
と
会
談
、
次

期
知
事
選
で
社
公
中
軸
を
示
唆
。
1
0

―
自
治
省
、
中
期
地
方
財
政
展
望
見

直
し
へ
。
▽
神
奈
川
県
知
事
、
干
葉

県
知
事
提
昌
の
東
京
湾
都
県
協
議
会

設
置
に
替
意
表
明
。
▽
東
京
世
田
谷

の
ア
パ
ー
ト
で
巡
回
中
の
警
官
が
女

子
大
生
殺
す
。
1
4
―
伊
豆
大
島
付
近
で

Ｍ
７
の
地
震
、
伊
豆
半
島
方
面
で
被

害
大
。
▽
花
森
安
治
氏
死
去
（
6
6
歳
）
。

1
5
―
総
理
府
、
公
務
員
の
週
休
二
日

制
に
関
す
る
調
査
結
果
で
六
〇
％
以

上
が
〝
理
解
〟
。
1
7
―
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
、
二
月
か
ら
平
均
九
・

六
％
ア
ッ
プ
を
答
申
。
▽
昼
ご
ろ
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
〝
電
波
ジ
ャ
ッ

ク
〟
。
1
9
―
自
治
省
、
全
国
都
道
府
県

総
務
部
長
会
議
で
幹
部
級
の
高
額
退

職
金
で
是
正
要
請
。
2
0
―
日
経
連
会

長
、
初
任
給
凍
結
宣
言
。
2
1
―
新
神

奈
川
計
画
が
諮
問
。
2
2
―
陸
上
自
衛

隊
、
「
東
海
地
震
災
害
派
遣
計
画
」
策

定
。
2
4
―
日
米
合
同
委
員
会
、
横
浜
市

緑
区
米
軍
機
墜
落
事
故
の
原
因
調
査
報
　

告
で
ル
ー
ト
変
更
勧
告
。
2
5
－
厚
木

市
長
、
米
軍
機
の
左
旋
回
コ
ー
ス
反

対
の
談
話
。
▽
カ
ナ
ダ
ヘ
ソ
連
の
原

子
炉
衛
星
墜
落
。
2
5
―
首
相
、
デ
ノ

ミ
た
な
上
げ
意
向
示
す
。
2
6
―
厚
木

の
米
軍
機
コ
ー
ス
変
更
で
厚
木
市
な

ど
関
係
七
市
長
反
対
へ
。
3
1
―
五
十

二
年
の
完
全
失
業
一
一
〇
万
人
、
戦

後
最
高
。
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資料は「広報よこはま」によったほか、主として神秦川新聞を参考にした。 *印は日付不確定のため新聞発行日。
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